
平成２９年度第２回教育改革ＩＣＴ戦略大会運営委員会議事録 
 

Ⅰ．日 時  平成２９年４月２９日（土）16：00～18：00 
場 所  本協会事務局会議室 

 
Ⅱ．出席者  向殿委員長、川村委員､友永委員、安部委員、望月委員、田村委員、山名委員、寺田委

員、今泉委員、稲葉委員、森本委員、尾崎委員、木村ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ（13 名） 
            （事務局：井端事務局長、野本主幹補佐） 

 
Ⅲ．担当理事・委員長の挨拶 
  向殿委員長より、急遽 2 回目の運営委員会を開催することになった経緯等について説明が行われ

た。 
 
Ⅳ．委員紹介 
  前回欠席が多かったことから、改めて当日出席の委員、ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰより自己紹介が行われた。 

 
Ⅴ.  検討事項 
１．「平成 2９年度教育改革 ICT 戦略大会」開催要項案の確定について 
 ① テーマについては、「学びの質向上を加速する取り組みと ICT の活用」とすることを確認した。 
 
 ② 開催趣旨については、第３期教育振興基本計画の基本的な考え方が発表され、平成 29 年夏を

目途に審議経過が発表されることを受けて、議論されている教育政策の方向性と関連づける中で

教育改革に対する取り組みの有効性及び課題を整理し、ICT 活用を含む改善に向けた方向性を探

求することにした。 
 
 ③ 初日プログラムの「全体会」は、次のようにプログラム案を計画し、講演、説明依頼を行うこ

とにした。 
＊ １番目は、「第３期教育振興基本計画策定の審議状況」の説明を受けて、政府の教育政策の

重点施策の認識を共有することとし、審議委員の金子氏に依頼する。 
＊ ２番目は、教育の質保証に向けたアセスメント改革の取り組み実践を紹介するため、｢産業

界と協同した評価の観点・尺度の開発と ICT 活用｣として、学修成果の評価を産業界と協同

する中でその結果を教育プログラムに反映し、ポートフォリオやタブレット端末によるモニ

タリングシステムで可視化している取り組みについて、関西国際大学の濱名理事長・学長に

依頼する。 
＊ ３番目は、卒業時における質保証の取り組みを目指した試みとして、28 年度に大学再生加

速プログラムに採択された「プレ・ディプロマサプリメントを活用した学修過程・成果の可

視化と ICT 活用」として、東京都市大学の湯本氏に依頼する 
＊ ４番目は、教育改革の成果を点検するため、「教育改革によって学生の何が変わったのか」

をテーマにシンポジウムを通じて参加者と全体討議することにした。各大学で教育の質的転

換に向けた改革が進められたが、学生の能力がどのように向上したのか、授業の出席が良く

なる、グループ学修に参加するようになるなど、形だけの教育改革になっていないか、批判

的・論理的・合理的な思考力など本質的な変化が見られるようにするための論点を整理する

ために、望月委員、田村委員、稲葉委員、今泉委員で検証することにした。 
＊ ５番目は、学修成果のビッグデータを分析し、学生一人ひとりに適した学修支援を行う試み

として、「人工知能を用いた自己成長支援システムとポートフォリオの一体化」について情



報提供することにし、金沢工業大学の高島氏に依頼する。 
＊ ６番目は、今後予想される社会の変化、グローバル化の進展などに対応できる学びの質を確

認するため、「学力の３要素を深化・発展させる大学教育改革と ICT 活用」として、日本学

術振興会理事長の安西氏の都合を踏まえて決定した。 
    
 ④ 二日目の「テーマ別意見交流」は、分科会Ａ「アクティブ・ラーニングに ICT とモバイルを活

用した取り組み」、分科会Ｂ「学修成果可視化に向けたＩＲの取り組みと課題」、分科会Ｃ「学修

ポートフォリオシステム活用・構築のガイドラインと大学での活用状況と課題」、分科会Ｄ「価値

の創出を目指した問題発見・解決思考の情報リテラシー教育モデル」の枠組みを決定し、資料に

掲載の発表者予定者に協力依頼を行い、諾否を確認した上で次回の運営委員会で決定することに

した。 
２．運営委員の役割分担について 
   5 日の全体会、6 日のテーマ別意見交流の分科会の司会、7 日の発表者分類整理の担当を以下の

ように決定した。 
  ① 全体会 開会挨拶までの司会      ：井端 
        午前中のプログラム司会    ：望月委員 
        午後のシンポジウム司会    ：田村委員 
        １５時以降のプログラム司会 ：井端   
  ② テーマ別意見交流 
        分科会Ａの司会       ：今泉委員、川村委員 
        分科会Ｂの司会       ：阿部委員、山名委員 

分科会Ｃの司会       ：稲葉委員、森本委員 
        分科会Ｄの司会       ：友永委員、田村委員 

③ 発表者分類整理           ：尾崎委員 
 
   また、開催報告原稿の 5 日の全体会、6 日のテーマ別意見交流の作成分担についても、以下の

ように決定した。 
  ① 全体会  午前中のプログラム 3 件  ：望月委員 

午後のシンポジウム 1 件   ：田村委員 
         １５時以降のプログラム 2 件：井端 
  ②  テーマ別意見交流 
        分科会Ａの司会       ：今泉委員、川村委員 
        分科会Ｂの司会       ：山名委員、阿部委員 

分科会Ｃの司会       ：森本委員、稲葉委員 
        分科会Ｄの司会       ：友永委員、田村委員 
  ③ 発表内容の原稿作成は、次回運営委員会で決定することにした。 
 
３．今後のスケジュール確認について 
   資料に沿って次回の運営委員会で発表者の確定、開催要項の確定等を行うことを確認した。 
 
４．その他 
   次回の委員会は、６月１６日（金）午後 1 時半に開催することにした。 
 
 

以上 


